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鉄
道
軌
道
整
備
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

鉄
道
は
、
沿
線
住
民
の
通
学
・
通
勤
等
に
お
け
る
日
常
の
交
通
手
段
で
あ
り
、
ま
た
、
地
域
経
済
の
発
展

に
不
可
欠
な
社
会
基
盤
で
あ
る
。

本
県
で
は
、
平
成
二
十
四
年
の
九
州
北
部
豪
雨
、
平
成
二
十
八
年
の
熊
本
地
震
、
そ
し
て
本
年
七
月
の
九

州
北
部
豪
雨
と
、
大
き
な
災
害
が
連
続
し
て
発
生
し
、
そ
の
た
び
に
Ｊ
Ｒ
九
州
の
鉄
道
が
大
き
な
被
害
を
受

け
た
。

現
行
の
鉄
道
軌
道
整
備
法
で
は
、
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
鉄
道
の
災
害
復
旧
事
業
に
つ
い
て
、
補
助
を

行
う
仕
組
み
は
あ
る
が
、
対
象
は
赤
字
の
鉄
道
事
業
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、
昨
年
度
完
全
民
営
化
し
、
直
近
３
年
間
は
黒
字
経
営
を
し
て
い
る
が
、
鉄
道
事
業
単
体

で
は
、
赤
字
基
調
（
昨
年
度
初
め
て
黒
字
計
上
）
で
あ
る
う
え
、
被
災
し
た
久
大
本
線
、
日
田
彦
山
線
及
び

豊
肥
本
線
の
路
線
別
収
支
は
赤
字
で
あ
る
。

Ｊ
Ｒ
九
州
が
、
被
災
施
設
の
復
旧
に
迅
速
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
本
法
の
改
正
に
よ
る
弾
力
的
な
運
用

が
欠
か
せ
な
い
。

よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
被
災
地
が
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
、
復
興
を
成
し
遂
げ
る
た

め
に
、
鉄
道
が
激
甚
災
害
等
の
特
に
大
規
模
な
災
害
を
受
け
た
場
合
の
補
助
制
度
の
要
件
を
緩
和
す
る
よ
う

強
く
要
望
す
る
。

右
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
七
日
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